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　2.4GHz帯の近距離無線通信Bluetoothに，2010年
に，従来とはまったく異なる新たなBluetooth Low 
Energy（BLE）が追加されました．
　BLEは，iPhoneやAndroid端末など最近のほとん
どのスマホやタブレットが対応する，低消費電力で
使える工夫がされた近距離無線通信規格です．スマ
ホを中心としたより多様な機器の通信プロトコルと
して，近年主力になりつつあります．
　 本 誌2015年8月 号 特 集「 決 定！ 本 命 ス マ ホ 用
Bluetooth」では，iPhoneやさまざまなAndroid端末
を使って，BLE通信を行う実験や製作を行いました．
また，たくさんのスマホに一斉送信できるビーコン
の活用事例も紹介しました．
　本コーナでは，スマホ接続の決定版でポテンシャ
ル抜群のBLEの情報や製作事例などを紹介していき
ます． （編集部）

　今回はBLEスタックをすべて内蔵し，TTLレベル
のUARTインターフェースでASCIIコマンドだけで
制御できる写真1のBLEモジュールRN4020（マイク
ロチップ・テクノロジー）を紹介します．シリアルで

簡単に使えるだけでなく，役割をセントラル・デバイ
スにもペリフェラル・デバイスにも自由に設定できる
ようになっていますので，スマホなしで2台を対向さ
せて使うこともできます．
　このRN4020のコマンドは非常にたくさん用意され
ています．二つのRN4020を対向させてコマンドをひ
とつひとつ実行させてみると確実に使い方を理解でき
るようになります．そこで，RN4020の対向試験が便
利にできるツールを作成しました．

実際に動かして試す

● テスト用の基板を自作して実験
　実際にRN4020を設定しながら動作を確認するに
は，RN4020をUSB-シリアル変換でパソコンに接続
し，Tera Termなどの通信ソフトを使ってコマンド
を送ってRN4020からのメッセージにより動作を確認
するのが便利です．そこで，USB-シリアル変換器＋
RN4020を製作して試しました．
　構成を図1に示します．RN4020を2台パソコンに
USBで接続し，片方をセントラル・デバイスに，もう片
方をペリフェラル・デバイスに設定し，双方をBluetooth 
Low Energyにより接続して動作を確認します．

図1　BLEモジュールRN4020間通信を試す実験の構成
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写真1　スマホだけじゃなくてBLEでモジュール間通信も行えて
便利なRN4020
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